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２） エーレルトに関する記述は、インタヴューの他、Robin Ostow，Juden aus
der DDR und die deutsche Wiedervereinigung. Elf Gespräche（Berlin,
１９９６），１８５―１９７で構成したものである。
３） 彼女は「六日戦争」（６７年６月）以前とも言っているので、６８年はおそ





られなかった。Walter Laqueur, Geboren in Deutschland. Der Exodus der
jüdischen Jugend nach 1933（Berlin/ München, ２０００）, ２３７, ２６７；ヴェル
ナー・ベルクマン他編／岡田浩平訳『「負の遺産」との取り組み オースト
リア・東西ドイツの戦後比較』（三元社、１９９９年）、３７９―３８０頁。
５） フライシュハッカーに関する記述は、インタヴューの他、Survivors of the
Shoah．Interview with Alfred Fleishhacker（１９９６年３月２１日収録、ビデオ）
と Abschied und Heimkehr（１９９６年１１月１６日放映、WDR製作）、および Heide






７） Inge Lammel，Jüdisches Leben in Pankow. Eine zeitgeschichtliche
Dokumentation（Berlin,１９９３）; Jüdische Leben sbilder aus Pankow. Familien-
geschichten−Lebensläufe−Kurzporträts（Berlin,１９９６）; Das Jüdische Waisenhaus
in Pankow . Seine Geschichte in Bildern und Dokumenten（Berlin, 2001）;
Stätten jüdischen Leben in Pankow. Ein Rundgang（Berlin,２００１） ; Jüdische
Lebenswege. Ein kulturhistorischer Streifzug durch Pankow und Niederschön-
hausen（Berlin,２００７）; Inge Lammel et al.（Hrsg.）, Verstörte Kindheiten. Das












/Irene Runge（Hrsg.）, Wir. Der Jüdische Kulturverein Berlin e.V. 1989―2009
（Berlin, ２００９）, １１―１４, １０１―１４４；ベルクマン編著『「負の遺産」との取り組
み』、３８１―３８２頁。
９）１９５２年 DDRは「社会主義国家建設」を宣言した。
１０） Die Geschichten der anderen. Juden erzählen aus ihrem Leben in der








Geschichten der anderen（Berliner Zeitung）．
追記１
本稿の校正中、ピンクス氏⑧から DDRにおける反セム主義について自分の
８２（５３）
経験を語ったものだけでは、誤解を招く惧れもあるのではないかと、補足コ
メントが送られてきた。以下の３点がその要約である。
１．DDRでは、ナチ時代の政治的被迫害者（共産主義者）が最も重視されて
おり、ユダヤ人迫害の方は、あまり眼を向けられてこなかった。
２．反セム主義的な表現が犯罪として取り締まりの対象となるなど、DDRで
は国家の政策として、反セム主義の発展が抑えられた。ただし DDRの親パ
レスティナ政策は、反セム主義を再び喚起することになった。
３．DDRのユダヤ人たちの多くはユダヤ人共同体に登録しており、社会主義
国家の一員としてのアイデンティティよりも、ユダヤ人としてのアイデン
ティティを強く感じていたのではないかと思う。そのような人々は反セム
主義的な動向に敏感であった。しかし、自分たちのように社会主義を信じ、
新たな社会建設に参加するために帰国したユダヤ人は、反セム主義をほと
んど感じない環境で生きてきた（スターリン時代の反セム主義は除く）。
最後にピンクス氏は「当時の私たちの進歩信仰、理想主義、ナイーヴさに
はただ悲しみをもって、微笑むことしかできないが！」と、そのコメントを
結んでいる。
追記２
同じく校正中、フライシュハッカー氏の訃報が伝えられた。フライシュ
ハッカー氏はイギリス時代から FDJ（英）グループの指導者的立場にあり、
本稿のインタヴュー対象者のほとんども氏が紹介してくれた人たちである。
彼の語り口は、それまでの職業人生がそうさせるのか、そのまま文章として
記事にできるようなものであり、きわめて印象的であった。また氏は高齢で
ありながら、インターネットを駆使し、筆者のメールでの質問にもすぐ返事
をくれるなど、非常に活動的な人物であった。この集団ポートレートも氏の
協力がなければ、ありえなかった。心よりお悔やみ申し上げたい。享年８６歳。
（本稿は２０１０年度成城大学文芸学部特別研究助成金による成果の一つであ
る。）
８１（５４）
